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第４次 

枚方市子ども読書活動推進計画（素案） 

（別冊「参考資料」） 
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枚方市 
 

資料９-３（別冊「参考資料」） 
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２．現代の子どもをめぐる社会状況と求められる能力の変化 

（２）これからの時代を担う子どもに求められる能力 

Ｐ10【注７】「各発達段階において習得が要求される非認知能力」の要素概念図 

 

     （「非認知能力」の概念に関する考察」［平成 30 年３月 日本生涯学習総合研究所］より） 

 

３．読書が育む子どもの能力と求められる読書環境 

（１）読書により育まれる能力 

①子どもの読書活動と学力及び学力以外の能力との関連 

Ｐ11【注８】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（授業や宿題以外の学び） 

 

（教育格差の発生・解消に関する調査研究報告書［ベネッセ教育総合研究所 平成 19 年］より） 
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Ｐ11【注８】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｐ11【注９】 

（１）「子どもに本や新聞を読むようにすすめている」と学力の関係 

 

（２）「子どもと読んだ本の感想を話し合ったりしている」と学力の関係 

 

（授業や宿題以外の学び［国語・算数学力との相関関係］） 

 
（教育格差の発生・解消に関する調査研究報告書［ベネッセ教育総合研究所 平成 19 年］より） 

 

（注）A層は国語・算数の問題を多く解いた層。Ｄ層

は問題があまり解けなかった層。 
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（３）「子どもが小さいころ、絵本の読み聞かせをした」と学力の関係 

 

  （「平成 25 年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の結果を活用した学力に影響を与える要因分

析に関する調査研究」［国立大学法人お茶の水女子大学 平成 26 年］より） 

 

Ｐ11【注 10】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）成人の現在の意識・能力「未来志向」 

 
（２）成人の現在の意識・能力「社会性」 

 
（３）成人の現在の意識・能力「自己肯定」 

 
（「子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査研究」報告書［独立行政法人国立青

少年教育振興機構 平成 25 年］より） 
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Ｐ11【注 10】（続き） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）成人の現在の意識・能力「意欲・関心」 

 
（５）成人現在の意識・能力「文化的作法・教養」 

 
６）成人の現在の意識・能力「市民性」 

 
（注）＊高得点群は「子どもの頃の読書活動が多い成人」で低得点群は「子どもの頃の読書活動

が少ない成人」 

   ＊本調査では、「文化的作法・教養」を「盆やお彼岸にはお墓参りに行くべきだと思う」

「日本の昔話を話すことができる」「ひな祭りや子どもの日、七夕、お月見などの年中

行事が楽しみだ」という意識・能力を持っているかどうかで調査している 

 

（「子どもの読書活動の実態とその影響・効果に関する調査研究」報告書［独立行政法人国立青

少年教育振興機構 平成 25 年］より） 
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Ｐ11【注 11】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）小学生 

 
（２）中学生 

 
（３）高校生 

 
（注）**：1%水準で有意、*：5%水準で有意、記号がついていない場合：有意差無し 

 

（子どもの読書活動の推進等に関する調査研究報告書［株式会社浜銀総合研究所 平成 29 年］よ

り） 
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②子ども読書と読解力 

Ｐ11【注 12】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

読書活動と読解力の関係 

◆日本を含む OECD 全体の傾向 
○本の種類にかかわらず、本を読む頻度は、2009 年と比較して減少傾向にある。 

・「月に数回」「週に数回」読むと回答した生徒の割合 

（例）「新聞」：日本 21.5％（36.0 ポイント減）、OECD 平均 25.4％（37.1 ポイント減） 

「雑誌」：日本 30.8％（33.8 ポイント減）、OECD 平均 18.5％（40.4 ポイント減） 

○読書を肯定的にとらえる生徒や本を読む頻度が高い生徒の方が、読解力の得点が高い。中で

も、フィクション、ノンフィクション、新聞をよく読む生徒の読解力の得点が高い。 

 

◆日本の特徴 
○OECD 平均と比較すると、日本は、読書を肯定的にとらえる生徒の割合が多い傾向にある。 

・「読書は、大好きな趣味の一つ」：日本 45.2％（3.2 ポイント増）、OECD 平均 33.7％（0.4 ポ

イント増） 

・「どうしても読まなければならない時しか、読まない」：日本 39.3％（8.2 ポイント減）、

OECD 平均 49.1％（7.8 ポイント増） 

○OECD 平均と比較すると、コミック（マンガ）やフィクションを読む生徒の割合が多い。新

聞、フィクション、ノンフィクション、コミックのいずれも、よく読む生徒の読解力の得点

が高い。 

 

※「読書」には、本、ウェブサイト等多様な読み物を含み、デジタル機器による読書も含む。 

※読書や国語の授業に関する生徒への質問調査は、読解力が中心分野の時にしか行われないた

め、2009 年調査の結果と比較。 

 

（OECD 生徒の学習到達度調査 2018 年調査（PISA2018）のポイント［文部科学省・国立教育政

策研究所 令和元年］より） 
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（２）読書する子どもの育成のために求められる環境 

①家庭内の読書環境の充実 

 Ｐ12【注 13-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （親と子の読書活動等に関する調査［日本経済研究所 平成 16 年度］より） 

 

 Ｐ12【注 13-2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （親と子の読書活動等に関する調査［日本経済研究所 平成 16 年度］より） 

 

 

 

 

 

 

 

（主な傾向） 

保護者が本が好きで、多く本

を読むほど、子どもも本が好

きになる。 

 

（主な傾向） 

「家に本をたくさん置く」

「図書館に連れていく」を実

施している家庭では、実施し

ていない家庭と比べ、子ども

が本好きである比率が5ポイ

ント以上高い。 
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 Ｐ12【注 13-3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （親と子の読書活動等に関する調査［日本経済研究所 平成 16 年度］より） 

 

 （参考）保護者の日常の行動と子どもの国語の学力との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育格差の発生・解消に関する調査研究報告書［ベネッセ教育総合研究所 平成 19 年］より） 

 

 

 

（主な傾向） 

読み聞かせをしている期間

が長いほど、子どもが 1 か月

間に読む本の冊数が多い。 

 

（主な傾向） 

左記は子どもから見た保護

者の様子で、Ａ層は国語の問

題を多く解いた層。Ｄ層は問

題があまり解けなかった層。 

保護者の日常行動と子ども

の国語の学力に関連がある

ことがわかる。 
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②学校の読書環境の充実 

 Ｐ12【注 14-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子どもの読書活動の推進等に関する調査研究報告書［株式会社浜銀総合研究所 平成 29 年］より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）研修実施状況 

 

（２）研修実施状況と不読率の相関関係 

 

（３）研修実施状況と 1か月に読んだ本の冊数の相関関係 

 

（主な傾向） 

小学生・中学生・高校生とも、

教職員に対する読書に関す

る研修を行っている学校の

ほうが、子どもの不読率が低

い。 

高校生については、研修を実

施したほうが、1 か月に読ん

だ本の冊数が多い。 
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 Ｐ12【注 14-2】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（子どもの読書活動の推進等に関する調査研究報告書［株式会社浜銀総合研究所 平成 29 年］より） 

 

  Ｐ12【注 14-3】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）学校司書の配置状況 

 
（２）学校司書の配置状況と不読率の相関関係 

 
（３）学校司書の配置状況と 1 か月に読んだ本の冊数の

相関関係 

 

（主な傾向） 

高校生については、学校司書

を配置したほうが、子どもの

不読率が低い。 

小学生・中学生については、

学校司書を配置しているほ

うが、子どもが 1 か月に読

んだ本の冊数が多い。 

 

（１）充実の基準 
児童・生徒の学校図書館に対する認識に関し、「学校の

図書館（図書室）には読みたいと思う本がある」「学校の

図書館（図書室）では読みたい本が見つけられるように工

夫されている」「学校の図書館（図書室）は居心地がいい」

の 3 項目の質問に対する回答を充実度合いの指標とし

て、それぞれの回答について「まったくそう思わない」を

1 点、「あまりそう思わない」を 2 点、「ややそう思う」

を 3 点、「とてもそう思う」を 4 点として加算し、項目数

で除して得点化した。 

   次の図は、低位の学校から高位の学校の順に並べたもの

である。 
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（子どもの読書活動の推進等に関する調査研究報告書［株式会社浜銀総合研究所 平成 29 年］より） 

 

  Ｐ12【注 14-4】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）充実度の状況 

 
（３）充実度の状況と不読率の相関関係 

 

（４）充実度の状況と 1か月に読んだ本の冊数の相関関係 

 

（主な傾向） 

小学生・中学生・高校生とも、

学校図書館が充実している

ほうが、子どもの不読率が低

く、また、子どもが 1 か月に

読んだ本の冊数も多い。 

 

（１）イベント等の実施状況 
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（子どもの読書活動の推進等に関する調査研究報告書［株式会社浜銀総合研究所 平成 29 年］より） 

 

 Ｐ12【注 14-5】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）イベント等の実施状況と不読率の相関関係 

 

（３）イベント等の実施状況と 1 か月に読んだ本の冊数

の相関関係 

 

（主な傾向） 

小学生・中学生については、

イベント等を実施したほう

が、子どもの不読率が低く、

また、子どもが 1 か月に読

んだ本の冊数が多い。 

 

 

（１）一斉読書の時間設定状況 

 

（主な傾向） 

中学生は、半数以上の学校

で、一斉読書を「基本的に毎

日行っている」状況であるこ

とは注目に値する。 
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（子どもの読書活動の推進等に関する調査研究報告書［株式会社浜銀総合研究所 平成 29 年］より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）一斉読書の時間設定状況と不読率の相関関係 

 

（３）一斉読書の時間設定状況と 1 か月に読んだ本の冊

数の相関関係 

 

（主な傾向） 

小学生・中学生・高校生とも、

一斉読書の時間を多く設定

しているほうが、子どもの不

読率が低い。 

高校生については、一斉読書

の時間を多く設定している

ほうが、子どもが 1か月に読

んだ本の冊数も多い。 
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４．本市における子ども読書活動の現状と課題 

（１）本市における子どもの読書活動の現状とアンケート結果から読み取れる課題 

Ｐ18【注 15】 

   【子どもへの質問】 

   a.本を読むことは好きか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   b.どのくらい本を読むか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   c.１日の読書時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

小２ 小５ 中２ 高２

とても好き

好き

あまり好き

でない

好きでない

どちらでも

ない

（主な傾向） 

年齢が高くなるほど、 

「とても好き」「好き」の合計

は、 

①小２は約 80％ 

②小５と中２は約 70％ 

③高２は約 50％ 

のように減少。 

上記に反比例し、「好きでな

い」「どちらでもない」が増加。 

 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

小２ 小５ 中２ 高２

１日に１冊

以上

１週間に１

冊以上

１か月に１

冊以上

１年に１冊

以上

読まない

（主な傾向） 

①全体として、年齢が高くなる

ほど、一定期間に読む本の冊

数が減少。 

②高校生は「読まない」と「１

年に１冊以上」を合わせると

約 60％に達し、半数以上の高

校生がほとんど本を読んで

いない。 

 

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

小２ 小５ 中２ 高２

１時間以

上

３０分～

１時間

くらい
１０分～

３０分

くらい
１０分よ

り少ない

（主な傾向） 

小２から中２までは、全体とし

て同様の傾向が見られ、「10 分

より少ない」人は全体の約 20％

から 25％程度だが、高２の「10

分より少ない」人は全体の約

60％を占める。 
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   d.どの程度「図書館」（公共図書館）を利用しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   e.どの程度「学校図書館」を利用しているか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｆ.地域の図書館と学校図書館の利用頻度の相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

小２ 小５ 中２ 高２

ほとんど

毎日

週に１回

以上

１か月に１

回以上

１年に１回

以上

利用して

いない

（主な傾向） 

①小２・小５は同様の傾向で、

図書館を利用しない人は全

体の約 30％程度。 

②中２から高２にかけて、図書

館を利用しない人が増加し、

中２は約40％、高２は約70％

が利用していない。 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

小２ 小５ 中２ 高２

ほとんど

毎日

週に１回

以上

１か月に１

回以上

１年に１回

以上

利用して

いない

（主な傾向） 

①小２よりも小５の方が学校

図書館を利用する頻度が高

い。 

②中２から高２にかけて学校

図書館を利用しない人が増

加し、中２は約 50％、高２は

約 80％が利用していない。 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
学
校
図
書
館
の
利
用
頻
度

図書館の利用頻度

利用し

ない

１回/年

以上

１回/月

以上

１回/週

以上

ほぼ毎

日

（主な傾向） 

地域の図書館を頻繁に利用し

ている児童・生徒ほど、学校図

書館も頻繁に利用している。 
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   ｇ.地域の図書館利用と読書量との相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｈ.本は紙の本を読むか、電子書籍を読むか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

i.読書ツール（紙・電子書籍）と読書量との相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

読
書
量
（子
ど
も
）

図書館の利用頻度（子ども）

読まない

１冊/年

以上

１冊/月

以上

１冊/週

以上

１冊/日

以上

（主な傾向） 

地域の図書館を頻繁に利用

している子どもほど、一定期

間に本を読む冊数が多い。 

 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

読
書
量
（子
ど
も
）

読書ツール

読まな

い

１冊/年

以上

１冊/月

以上

１冊/週

以上

１冊/日

以上

（主な傾向） 

紙の本をよく読む児童・生徒

の方が、電子書籍をよく読む

児童・生徒より、本を読む冊

数が多い。 

（左記は保育・幼稚園児を除

く小２から高２までの合計

のグラフ） 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

小２ 小５ 中２ 高２

紙の本を

読む

どちらも

同じくらい

読む

電子書籍

を読む

（主な傾向） 

年齢が高くなるほど、 

①「紙の本を読む」が減少す

る。 

②電子書籍を読む人が増加

する。 

なお、どの学年も紙の本と

電子書籍の逆転は起こらず、

高２でも「電子書籍を読む」

は「紙の本を読む」の半数に

満たない。 



17 

j.読書ツール（紙・電子書籍）と子どもがよく読むものとの相関関係（同上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【保護者への質問】 

   ａ.保護者がよく読むものと子どもがよく読むものとの相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
   ｂ.保護者の本好きと子どもの本好きの相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

子
ど
も
が
よ
く
読
む
も
の

読書ツール

読まない

マンガ

新聞

雑誌

本

（主な傾向） 

「紙の本を読む」「どちらもよく

読む」児童・生徒は、約 35％前

後がマンガを除く本をよく読ん

でいるが、「電子書籍をよく読

む」児童・生徒は、マンガを読む

比率は他と変わらないが、本を

読む比率が 15％と少ない。 

（左記は保育・幼稚園児を除く

小２から高２までの合計のグラ

フ） 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

本 雑誌 新聞 マンガ 読まない

子
ど
も
が
よ
く
読
む
も
の

保護者がよく読むもの

読まない

マンガ

新聞

雑誌

本

（主な傾向） 

保護者が何らかのものを読

んでいる場合、その種類と子

どもが読むものの種類には、

特徴的な傾向は見られない

が、保護者が何も「読まない」

場合、子どもも「読まない」

傾向が他と比較して多い。 

 

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%
100%

子
ど
も
の
本
好
き
の
程
度

保護者の本好きの程度

どちらで

もない

好きでな

い

あまり好

きでない

好き

とても好

き

（主な傾向） 

保護者が本好きであるほど、

子どもも本好きである比率

が高い。 



18 

   ｃ.保護者の読書量と子どもの読書量の相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ｄ.保護者の図書館利用と子どもの図書館・学校図書館利用の相関関係（同上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｅ.子どもへの本や絵本の読み聞かせ経験の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

子
ど
も
の
読
書
量

保護者の読書量

読まな

い

１冊/年

以上

１冊/月

以上

１冊/週

以上

１冊/日

以上

（主な傾向） 

保護者が一定期間内に多く

本を読んでいるほど、子ども

も一定期間内に読む本の量

が多い。 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
子
ど
も
の
図
書
館
・
学
校
図
書
館

利
用

保護者の図書館利用

利用し

ない

１回/年

以上

１回/月

以上

１回/週

以上

ほぼ毎

日

（主な傾向） 

保護者の一定期間内の図書

館利用が多いほど、子どもの

図書館・学校図書館利用も多

い。 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

保・幼 小２ 小５ 中２ 高２

よくして

いた

ときどき

していた

あまりし

なかった

したこと

がない

（主な傾向） 

どの対象も、 

①「よくしていた（いる）」が

約 40％～50％ 

②「ときどきしていた（いる）」

が約 40％～50％ 

 と概ね保護者は読み聞かせ

を行っている 
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   ｆ.何歳まで読み聞かせをしていた（いる）か（読み聞かせ体験のある場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   g.子どもへの読み聞かせの頻度と子どもの読書量との相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   h.読み聞かせ期間と子どもの読書量との相関関係（全対象合計のクロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

子
ど
も
の
読
書
量

子どもへの読み聞かせの頻度

読まな

い

１冊/年

以上

１冊/月

以上

１冊/週

以上

１冊/日

以上

（主な傾向） 

保護者に読み聞かせをして

もらっている（いた）頻度が

高いほど、一定期間内に子ど

もが読む本の量が多い。 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

子
ど
も
の
読
書
量

読み聞かせ期間

読まな

い

１冊/年

以上

１冊/月

以上

１冊/週

以上

１冊/日

以上

（主な傾向） 

保護者に小学校低学年また

は高学年まで読み聞かせを

してもらっている（いた）子

どもが、一定期間内に読む本

の量が多い。 

 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

保・幼 小２ 小５ 中２ 高２

０～２歳

３～６歳

(小)低学

年
(小)中学

年
(小)高学

年
中学生

以上

（主な傾向） 

①どの対象も、幼児期（３～６

歳）までは半数以上の保護

者が実施している。 

②小学校低学年までは小２の

約35％から高２の約10％と

差がある。 

③小学校高学年以降はほぼ実

施していない。 
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   i.子ども自身による絵本の読書体験と子どもの読書量との相関関係（同上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）配慮すべき社会状況を踏まえた課題 

 ②読書バリアフリー法などを踏まえた多様な読書のバリアフリー事業の推進 

  Ｐ18【注 16-1】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

子
ど
も
の
読
書
量

子ども自身による絵本の読書体験

読まな

い

１冊/年

以上

１冊/月

以上

１冊/週

以上

１冊/日

以上

（主な傾向） 

子ども自身による絵本の読

書体験が多いほど、一定期間

内に本を読む本の量が多い。 

（参考）コロナ禍での電子書籍を活用した取り組みにおける変化 
   「令和２年度『子供の読書活動の推進等に関する調査研究』調査報告書［株式会社リベル

タス・コンサルティング］」によると、「電子書籍の貸出を行っている公立図書館において、

新型コロナウイルスの影響によって電子書籍活用の取組に変化があったかを聞いたところ、

「電子書籍の利用者が増加した」が６割を超えている。また、新型コロナウイルスの流行前

（2020 年１月）と流行後（2020 年 7 月）の１か月間の電子書籍貸出冊数の合計を聞いたと

ころ、流行前の貸出冊数の平均が 326 冊だったのに対し、流行後は約 700 冊と倍以上に増

加している」との報告がある。 

 

（新型コロナウイルスによる電子書籍を活用した取り組みへの影響） 

 
 

（新型コロナウイルスの流行前後における電子書籍の１か月間の貸出冊数の推移） 

 
（令和２年度「子供の読書活動の推進等に関する調査研究」調査報告書［株式会社リベルタス・

コンサルティング 令和３年］より） 
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Ｐ18【注 16-2】 

 

 

 

 

（参考）他の自治体における電子書籍に関する取り組み状況 
（公立図書館における電子書籍の導入状況） 

  
（電子書籍の貸出を行っている自治体のコンテンツ別平均所有冊数） 

  
（電子書籍の活用が児童・生徒の読書活動推進に「 つながった 」と回答した 自治体

は、そうでない自治体の取組内容） 

 
（令和２年度「子供の読書活動の推進等に関する調査研究」調査報告書［株式会社リベルタス・

コンサルティング 令和３年］より） 

1,132 市 町 村

中、101 市区町

村の全公立図書

館において、貸

出しを行ってい

る 。（ 全 体 の

8.9％） 

「実用書」「文芸書」な

どの「その他」に次い

で「児童書」が多い。 

（枚方市は令和３年

８月現在、435 冊の児

童書［電子書籍］を所

蔵） 

電子書籍の活用が児

童・生徒の読書活動

推進に「 つながっ

た 」と回答した 自

治体は、「子供向け電

子書籍の充実」「読書

活動推進の取組」「特

別な配慮を必要とす

る子供たち向けの電

子書籍の導入」「学

習・調べもの支援」な

どの取組を行ってい

る割合が高い 


